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大学生 高校生 中学生 小学生
身長（c、）１７４９（４９）169.8（４６）１６６．４（２９）１４６７（8.3）
体重（Ｋg）６４．９（４７）５８．５（2.2）５１．３（4.5）３７．１（5.5）
年齢
20.3（13）１６．８（0.4）１３．６（0.6）１１５（0.7）
平均(標準偏差）
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青少年期のサッカー選手におけるキック脚速度とポールの飛距離の関連
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図３大腿筋量とスイング速度（Ａ１大腿筋量と飛距離（Ｂ）の関連
違い．あるいは本研究では脚筋力についての測定は
行っていないが．塩川ら（日本生理学雑誌1996）が
報告しているように，筋量ではなく筋力の違いが影響
しているのかもしれない
これらのことを考えると，ポールの飛距離はある程
度。技術面を磨くことでカバーできるのかもしれない
この技術面が体に最も定着するのは小学朱や中学生の
ゴールデンエイジと呼ばれる時期であり。和田と対馬
は．少年期は反復横とびなどの敏捷性や。さまざまな
動きを'体験することで得られる巧綴性を育成すること
が技術習得に役立つと報告している（体育学研究
1,70)．
今回の被験者の中で，特に小学生では，体格が小さ
く筋量も少ない被験者の方がスイング速度，ポールの
飛距離ともに高い値が得られる傾向がみられた．その
原因としては体格面，技術面，経験年数などの個人
差が大きいことが挙げられ，特に技術面での個人差の
影響がこのような傾向をもたらしたと推察された．実
際に，経験年数の多い小学龍ほど，飛距離が大きいと
いう傾向がみられた．
本研究の結果より，ボールの飛距離はスイング速度
に大きく影響され。その他の要素として。筋量，体重，
身長などの体格に関する要素。そして技術的な要素が
重要であることが示された．小学・中学生の時期には
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7４ 谷口太一・肥合康弘・大石康晴
神経系の発達を促し，技術的なトレーニングに重点を
置いた練習が重要となり，体格や筋量が顕著に増加す
る高校・大学生ではパワーを含めた総合的なトレーニ
ングが重要となってくることが推察きれた．
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